
COVID-19のパンデミックから3年近い年月が流
れた。いきなり人との接触を避けるように言われ、
仕事は在宅勤務、テレワークが推奨され、人との接
触を極力減らす生活様式が求められてきた。対面で
の会議や講演会が大幅に減って代わりにWEBでの
会議、講演が増えたが、それだけではなく、各種資
料をメールやWEBから取得する機会が大幅に増え
た。何の声かけもされないまま、一人きりでパソコ
ンの前でコツコツと資料をダウンロードする日々が
続く。厚労省、医師会、自治体からの重要な情報が
ICT（Information and Communication Technology）
を介して届けられるが、その量は膨大である。例え
ば、愛知県医師会から配信されてくる「愛医通信」
を一つとっても、直近1週間での５回の配信量を調
べてみると、見出しの件数の合計は34件、PDFの総
ページ数は597ページに及んだ。1ヵ月で2,500ペー
ジほどになる計算だ。その全てに目を通すのはもち
ろん大変なので、見出しだけを見て必要と思われる
もののみ閲覧し、ダウンロードをするのだが、重要な
内容を見逃すこともある。以前は、仲間が集まる会
合での雑談の中で見逃していた情報に気づいたり、
疑問が解消することがよくあったが今はその機会が
少ないのを悲しく思う。

IT技術の発達により、一度に多くの情報を多くの
人に素早く送ることが可能となった。一方で情報を
受ける側は、波寄せてあふれてくる資料に困惑して
いる状態である。配信された情報をパソコンの中で
うまく整理して、必要なときに必要なところだけ素
早く取り出せる工夫ができると良いが、私の場合は
今のところそのすべがない。アナログ時代なら、冊
子を本棚や保管庫に分類して並べ、必要なページに
付せんを付けておいて、視覚的に容易に取り出すこ
とができた。今後は、AI技術の進歩により、パソコ
ンあるいはcloud上で、配信されてきた情報が自動
的に仕分けされ、整理されていくようなシステムが
できるかもしれない。ついでに自分にとって必要な

ところだけを抜き出しておいて欲しい。早くそうな
ることを望む。

さて、最近しばしばDX（Digital Transformation）
という言葉を耳にする。インターネットで調べると
いろいろな定義が出てくるが、平たく言えば「デー
タとデジタル技術を活用して、社会全体を良い方向
に変化させる、世の中を便利にする。」ということで
ある。

医療界においては、厚生労働省が9月22日に「医
療DX令和ビジョン2030」厚労省推進チームの初会合
を開いている。国が進めている医療DXは、保健・
医療・介護の各段階において発生する情報やデータ
の共通化・標準化などにより、国民がより良質な医
療やケアを受けられるように、社会や生活の形を変
えるというものである。その一環として、オンライ
ン資格確認システムのネットワークの拡充、レセプ
ト・特定健診情報、予防接種、電子処方箋情報、電子
カルテ等の医療情報をクラウド型の全国的なプラッ
トフォームを構築してデータを共有しようとするも
のであり、電子カルテの仕様の統一化も考えられて
いる。

新型コロナウイルス感染への対応での問題点を
きっかけに、医療DXの推進にさらに拍車がかかっ
たようだ。例えば、発生届のHER-SYSでの登録もそ
の一つで、FAXで送られてきた内容を保健所が手作
業で国のシステムに登録するという非効率な方法を
改め、感染者、住民へのサービスの人手を確保しよ
うとするものであった。また、電子カルテ情報を共
有化することにより、健康診断情報、アレルギー歴
や禁忌薬の確認など医療安全面での活用や診療の効
率化等も期待されている。

最近話題になっているオンライン資格確認の義務
化については、当初には導入は義務ではないとされ
ていたものが、療養担当規則等が改正され、令和5
年4月1日から、「患者がマイナンバーカードを健
康保険証として利用するオンライン資格確認による
確認を求めた場合は、オンライン資格確認によって
受給資格の確認を行わなければならない（現在紙レ
セプトでの請求が認められている保険医療機関・保
険薬局を除く）」とされたことから困惑が広がった。
オンライン資格確認ができていない場合は、療養担
当規則違反となって保険医療機関の指定取り消しと
なるのかという質問まで出ている（指導の対象には
なるかもしれない）。さらに、2023年1月からはオン
ライン資格確認の基盤を使用した電子処方箋の運用
開始も予定されている。機器の準備や医師資格証の
取得など、医療機関側がまたいろいろな負担を強い
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られることになるが、医療DXの推進は国としては
かなり本気で待ったなしのようである。

孤独で、情報が過多の中、どこまでついていける
かいささか不安ではあるが、時代に乗り遅れないよ
うに耐えていきたいと思う。
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